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論文の概要及び判定理由 
本論文では、①プレストレストコンクリート（以下、PC）部材の火災時における爆裂挙動

および火災後の PC 梁の耐荷特性を実験的に明らかにしている。また、②PC 部材の爆裂評

価において引張ひずみ破壊モデルを用いた PC 部材の爆裂深さの推定式の提案している。

さらに、③PC 部材の火害後の耐力評価手法を提案している。本論文で得られた知見は、PC

部材の耐火性に関する研究分野の発展に大きく寄与するものであり、博士（理工学）の学

位に値するものと判定した。 
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